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１．要観察例患者（疑似症患者を含む）の連絡・届出 １０

２．確定患者（疑似症から確定診断に決定した場合）の届出 １１
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１９５．県内流行終息期

２１２．対応策（患者発生初期）

２１第１ 新型インフルエンザを疑う者（以下「有症者」という ）。

が保健所へ電話相談した場合の対応

１．有症者が「要観察例患者」でないと判断した場合 ２１

２．有症者が「要観察例患者」であると判断した場合 ２２

２８第２ 有症者が（事前の電話なしに）一般医療機関等を受診した

場合の対応

１．有症者が「要観察例患者」でないと判断した場合 ２８

２．有症者が「要観察例患者」であると判断した場合 ２８

３６第３ 有症者が指定医療機関を受診した場合の対応

１．有症者が「要観察例患者」でないと診断した場合 ３６

２．有症者が「要観察例患者」であると診断した場合 ３６

４２Ⅵ 検体の検査

４３Ⅶ 患者（有症者）対応方針に基づく疑似症患者・確定患
者等の移 送等

１．移送の対象者 ４３

２．患者（有症者）対応方針に基づき紹介及び移送先となる ４３

指定医療機関等

４５様式

１＜参考＞ 検疫（空港、港）で有症者が発生した場合の対
応

１第１ 青森空港で発生した場合

１．検疫法第６条に基づく検疫前の通報により有症者がいる １

ことが把握できた場合（新型インフルエンザ発生地域か

ら来航する航空機も新型インフルエンザ発生地域でない

地域から来航する航空機も同様の扱いと る ）な 。



２．検疫法第６条に基づく検疫前の通報により有症者がいな ３

いとの連絡があった場合

４第２ 青森港で発生した場合

１．検疫法第６条に基づく検疫前の通報により新型インフル ４

エンザ発生地域から潜伏期間内に来航し、かつ有症者が

乗船していることが確認された場合

２．検疫法第６条に基づく検疫前の通報により新型インフル ６

エンザ発生地域から潜伏期間内に来航し、かつ有症者が

乗船していないとの連絡があった場合

８第３ 八戸港で発生した場合
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